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富
山
県
鑿
井
協
会 

第
二
十
七
回
定
期
総
会
を
令
和
四
年
六
月
一
日
（
水
）
午
後
三
時
よ
り
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
富
山
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
で
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り
、
第
二
十
五
回
、
第
二
十
六
回
は
書
面

議
決
と
な
り
、
三
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
七
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
議
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

前
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
に
併
せ
て
自
由
民
主
党
富
山
県
鑿
井
協
会
支
部
の
収
支
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

今
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、
富
山
県
防
災
セ
ン
タ
ー
防
災
井
戸
ブ
ー
ス
展
示
物
の
寄
贈
、
災
害
時
用
井
戸
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
な
ど
、
計
七
件
が
議
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

令和４年度役員 

正 会 員 

会 長 土合 拓也  ㈱ 日 東 

専務理事 土肥 勝則  ㈱土肥鉄工 

理 事 塚越 茂廣  内山鑿泉工業㈱ 

理 事 河原 嘉昭  ㈱ホクコク地水 富山営業所 

監 事 丸田 勝文 ㈲ 丸さく 

賛助会員 

会 長 中西  修  富山テレビ放送㈱ 

副会長 河村 康孝  ㈱北日本新聞開発センター   

顧  問 

    宮 本  光 明  富山県議会議員 

    アレマー玉井  富山観光プレゼンター 

 

 

総
会
終
了
後
、
午
後
三
時
四
十
分
よ
り
、
富
山
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社 

企
画
戦
略
室
長 

蟹
谷 

淳 

氏
に
よ
る
講
演
会
『
卒
う
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ
た
高
校
三
年
生
に
「
素
敵
な
思
い
出
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
の
思
い
の
も
と
、
富
山

県
内
の
高
校
三
年
生
か
ら
募
集
し
た
写
真
や
動
画
をA

w
e
so

m
e
 C

ity
 C

lu
b

（
オ
ー
サ
ム
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
）
の
楽
曲
と
と
も
に
制
作
さ
れ
た

特
別
な
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
が
今
年
三
月
に
富
山
テ
レ
ビ
に
て
放
送
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
た
思
い
や
コ
ロ
ナ
禍 

な
ら
で
は
の
課
題
、
楽
曲
の
制
作
現
場
や
高
校
生
、
保 

護
者
、
Ｏ
Ｂ
の
声
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
こ
の
企
画
が
富
山
を
盛
り
上
げ
る 

こ
と
に
繋
が
る
と
感
じ
、
応
援
し
た
い
と
の
意
見
が
あ 

り
ま
し
た
。 

 

講
演
会
終
了
後
午
後
四
時
三
十
分
よ
り
、
足
立
と
し 

ゆ
き
後
援
会
か
ら
建
設
ゆ
め
ク
ラ
ブ
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
富 

山
支
部
長 

川
岸
弘
昌
氏
を
お
招
き
し
、
自
由
民
主
党 

参
議
院
議
員
で
全
国
さ
く
井
協
会 

会
長
の
足
立
敏
之 

氏
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

新規賛助会員 

東洋通信工業㈱  富山県高岡市 

 

講 

演 

会 

 

令
和
四
年
度
事
業
計
画
（
案
） 

〈
総
務
部
会
〉 

① 

県
防
災
セ
ン
タ
ー
防
災
井
戸
ブ
ー
ス
展
示
物
の
寄
贈 

② 

か
わ
ら
版
の
発
行 

③ 

危
険
予
知
強
化
講
習
会
の
実
施
（
安
全
作
業
・
点
検
及
び
産
廃
処
理
） 

④ 

『
井
戸
の
日
』
啓
発
活
動 

〈
技
術
部
会
〉 

① 

災
害
時
用
井
戸
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定 

② 

鑿
井
人
の
発
掘
と
育
成 

③ 

井
戸
管
理
技
術
の
平
準
化 

ま
た
、
賛
助
会
副
会
長
に
株
式
会
社
北
日

本
新
聞
開
発
セ
ン
タ
ー 

代
表
取
締
役
社
長 

河
村
康
孝
氏
が
就
任
し
た
報
告
が
あ
り
、
賛

助
会
一
社
の
入
会
が
承
認
さ
れ
、
正
会
員
十

一
社
、
賛
助
会
員
三
十
二
社
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

県
政
報
告
会 

  

 

懇 

親 

会 

 

午
後
五
時
三
十
分
よ
り
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
富
山 

天
空
の
間
に
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
、
来
賓

十
七
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

来
賓
に
は
、
富
山
県
危
機
管
理
局
長 

利
川
智
氏
、
富
山
県

土
木
部
次
長 

金
谷
英
明
氏
、
野
上
浩
太
郎
議
員
秘
書 

小
林

靖
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

 

土
合
会
長
の
挨
拶
、
富
山
テ
レ
ビ
放
送
代
表
取
締
役
社
長 

中
西
修
賛
助
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
皆
様
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

富
山
県
議
会
議
員 

宮
本
光
明
顧
問
の
ご
挨
拶
と
乾
杯
の

ご
発
声
で
開
宴
し 

ま
し
た
。 

 

感
染
症
対
策
の 

た
め
、
人
数
を
減 

ら
し
て
の
開
催
と 

な
り
ま
し
た
が
、 

ア
レ
マ
ー
玉
井
顧 

問
の
マ
ジ
ッ
ク
披 

露
も
あ
り
、
大
変 

和
や
か
な
雰
囲
気 

の
中
、
数
年
ぶ
り 

に
交
流
を
深
め
ま 

し
た
。 

富山テレビ放送㈱による講演 

足立としゆき後援会 

宮本光明県議による県政報告 

土合会長による挨拶 

定期総会の様子（ＡＮＡクラウンプラザホテル富山） 

 

午
後
四
時
四
十
分
よ
り
、
当
協
会
顧
問
で
富
山
県
議
会
議
員 

宮
本
光

明
氏
に
よ
る
県
政
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
昨
年
５
月
に
会
長
に
就
任
さ
れ
た
、
富
山
県
商
工
会
連
合
会
に

つ
い
て
の
お
話
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
小
規
模

事
業
者
に
対
し
て
国
の
取
り
組
み
や
保
証
の
説
明
を
し
、
手
続
き
の
サ
ポ

ー
ト
業
務
な
ど
、
商
工
会
連
合
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
穀
物
の
問
題
や
、
対
ロ
シ
ア
制
裁
に

よ
る
資
源
の
問
題
、
更
に
、
日
本
は
国
土
、
国
民
を
守
る
た
め
に
、
自
由

民
主
党
が
進
め
て
い
く
べ
き
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
お
話
、
災
害
時
等
の

緊
急
事
態
に
備
え
る
た
め
の 

問
題
点
に
つ
い
て
の
お
話
な 

ど
に
加
え
て
、
教
育
の
平
等 

や
格
差
の
是
正
に
つ
い
て
な 

ど
、
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い 

る
活
動
の
内
容
や
、
思
い
な 

ど
を
、
大
変
幅
広
い
内
容
で 

熱
心
に
お
話
を
し
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
ぶ
り
の 

県
政
報
告
会
と
な
り
ま
し
た 

が
、
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、 

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 


